




WCPFC 科学委員会で承認された。近年 5 年の産卵資源量は、
MSY レベルで推移しているため、資源水準は中位、資源動
向は安定と判断した。

なお、今回の資源評価では、初めて雌雄による成長の違い
を取り入れた解析モデルを使用したが、雌雄別のサイズデー
タはまだ少なく、本資源の雌雄別回遊経路の違いを十分モデ
ルに取り込めていないと考えられる。今後雌雄別サイズデー
タを充実させることが、資源解析の精度向上にとって重要で
ある。

管理方策

本資源の保存管理措置は決まっていない。

執筆者

かつお・まぐろユニット
かじき・さめサブユニット
国際水産資源研究所 かつお・まぐろ資源部 
まぐろ漁業資源グループ
　　井嶋　浩貴

参考文献

Buonaccorsi, V.P., Reece, K.S., Morgan, L.W., and Graves, 
J.E. 1999. Geographic distribution of molecular variance 
within the blue marlin (Makaira nigricans): a hierarchical 
analysis of allozyme, single-copy nuclear DNA, and 
mitochondrial DNA markers. Evolution, 53: 568-579.

Chang, Y.-J., Brodziak, J., Lee, H.-H., DiNardo, G., and Sun, C.-L. 
2013. A Bayesian hierarchical meta-analysis of blue marlin 
(Makaira nigricans) growth in the Pacific Ocean. Working 
paper ISC/13/BILLWG-1/02. 23 pp.

Graves, J.E., and McDowell, J.R. 1995. Inter-ocean genetic 
divergence of istiophorid billfishes. Mar. Biol., 122: 193-
204.

Hopper,  C.N.  1989.  Patterns of  Pacif ic  blue marl in 
reproduction in Hawaiian waters.  In  Stroud, R.H. 
(ed.), Planning the future of billfishes. Research and 
management in the 90s and beyond. Marine Recreational 
Fisheries 13. Proceedings of the 2nd International Billfish 

図 5. Stock Synthesis 3 によるベースケースの結果（ISC 2016）
(a)：1 歳魚以上の資源量、(b)：産卵資源量、(c)：加入量（× 1,000 尾）、(d)：2 歳以上の魚に対する平均漁獲強度。赤線は前回の資源評価結果、
青線はアップデート資源評価によって得られた結果。実線部分は推定値を、赤青それぞれの半透明部分は 95％信頼限界を示す。
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クロカジキ（太平洋）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 中位

資 源 動 向 安定

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

18,615 ～ 20,727 トン
最近（2014）年：20,357 トン

平均：19,749 トン
（2010 ～ 2014 年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

3,139 ～ 4,067 トン
最近（2014）年：3,139 トン

平均：3,431 トン
（2010 ～ 2014 年）

管 理 目 標 検討中

資 源 評 価 の 方 法 Stock-Synthesis 3 による

資 源 の 状 態

F2012-2014/FMSY (age 2+) =0.9
SSB2014/SSBMSY=1.2

SSBMSY= 19,853 トン
MSY= 19,901 トン

管 理 措 置 検討中

管理機関・関係機関 WCPFC、ISC、IATTC

最新の資源評価年 2016 年

次回の資源評価年 未定

図 6. ベースケース設定を使用した将来予測結果（2015 ～ 2024 年）
（ISC 2016）

(a)：推定された雌の産卵資源量、(b)：期待される総漁獲量。4 種
類のシナリオで将来の資源状態を推定した。シナリオ 1：2003 ～
2005 年の漁獲強度（F16％）で漁業を続けることを想定、シナリ
オ 2：MSY レベルの漁獲強度（F18％）で漁業を続けることを想定、
シナリオ 3：最近年（2012 ～ 2014 年）の漁獲強度（F23％）で
漁業を続けることを想定、シナリオ 4：F30％の漁獲強度で漁獲を
続けることを想定。

図 7. 太平洋におけるクロカジキの F/FMSY と SSB/SSBMSY の推移
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